
研究結果 

私は中国において日本の『六国史』の整理出版を計画した。その第一歩として、まず『日

本書紀』と『続日本紀』の整理出版をする。 

本研究は吉川弘文館出版の国史大系『日本書紀』と『続日本紀』を底本、岩波書店出版

の注釈本『日本書紀』と『続日本紀』をはじめ、宮内庁書陵部本『日本書紀』など諸本を

参考して校訂した。 

日本の研究者が校勘した『日本書紀』と『続日本紀』の校勘本に依拠して、新たに校点

を行った。その上、万葉仮名で書かれた古代の歌謡や宣命体の勅令などを日本学者の研究

と解釈の成果を取り入れて、書き下し文に翻訳した。 

中国および高句麗・百済・新羅・加羅（任那）諸国に関係する記載については、中国史

料として各時代の正史及び『冊府元亀』・『資治通鑑』・『唐会要』など、朝鮮史料として『三

国史記』・『三国遺事』・『東国通鑑』など、膨大な古代史料を調べ、関連記事を抽出した。

そして、中国、日本、朝鮮の史料を比較して文献批判を行った。それを通して、各種の記

事の異同を示し、十分な証拠によってその正誤を明らかにし、文献の訂正と考証をした上、

各史料の年代を定めて、『日本書紀』『続日本紀』の当該年代のところに附録として添える。

それによって、『日本書紀』『続日本紀』史料の原典や源流を明らかにし、比較研究を可能

とさせる。そして、古代東アジアを一つ完結的な世界として研究する全般な史料を提供す

る。 

本研究の成果は中国において最も有名な出版社により出版する。その最大の意義は今後

中国の日本古代史・中日関係史研究のために史料の基礎を定めることにある。特に日本古

代史基本史料が出版されていない中国では、大きな役割を果たすに違いない。これは中国

の研究者にとって必須の研究基本史籍となるだけでなく、同時に日本の研究者にとっても

比較研究の参考文献となる。 

時間の関係で、研究成果の吸収や、史料の付録にはまだ不十分なので、これからは改訂

して出版する予定です。 
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